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平成 30 年 2 月 19 日 合併契約締結（両社） 
平成 30 年 4 月 1 日（予定） 合併効力発生 

 
（２）本合併の方式 

当社を存続会社、アスモを消滅会社とする吸収合併方式とする。 

 
（３）本合併に係る割当ての内容 

 当社 
（存続会社） 

アスモ 
（消滅会社） 

合併比率 1 1.06 
本合併により交付する株式数 普通株式 1,153,714 株 

（注１）当社は、本合併により交付する株式は、保有する自己株式をもって充当し、新株式の発 

行は行いません。 

（注２）アスモの普通株式１株に対して、当社の株式 1.06 株を割当て交付します。ただし、当社が 

保有するアスモ株式については、本合併による株式割当ては行いません。 

 
（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

アスモは新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 
３．合併に係る割当の内容の算定の考え方 

本合併の合併比率の公平性を確保するため、当社は第三者算定機関を選定し、比率算定を依頼致しま

した。当社の株式価値については、上場会社であることから市場株価法（平成 30 年 2 月 8 日を算定基

準日（以下、「基準日」）として基準日から遡る１週間、１ヶ月、３ヶ月間の株価終値平均）により、

アスモの株式価値については非上場会社であり、今後も事業が継続されることを考慮し、ディスカウ

ント・キャッシュ・フロー法（DCF 法）と類似会社比準法による評価方法を採用しました。 

当社は評価結果を総合的に勘案し、アスモとも慎重に交渉・協議を行い、交換比率を決定しました。 

尚、算定の前提としたアスモの利益計画において、大幅な増減益が見込まれている事業年度はありま

せん。 

 
４．本合併の当事会社の概要（平成 29 年 3 月 31 日現在） 

 存続会社 消滅会社 
名称 株式会社デンソー アスモ株式会社 
所在地 愛知県刈谷市昭和町 1-1 静岡県湖西市梅田 390 番地 
代表者の役職・氏名 取締役社長 有馬 浩二 取締役社長 桑村 信吾 
事業内容 自動車部品製造販売 自動車部品製造販売 
資本金 187,457 百万円 4,500 百万円 
設立年月日 昭和 24 年 12 月 昭和 54 年 4 月 
発行済株式数 794,068,713 株 14,300,410 株 
決算期 3 月 31 日 3 月 31 日 
従業員数 38,914 人 5,219 人 
主要取引先 トヨタ自動車株式会社 株式会社デンソー 



主要取引銀行 三菱東京 UFJ 銀行 三菱東京 UFJ 銀行 
大株主及び持株比率 トヨタ自動車株式会社     24.55%

株式会社豊田自動織機     8.74%
日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）             4.57%
東和不動産株式会社         4.19%
日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）         3.75%
 
 

株式会社デンソー       79.80% 
デンソー・インターナショナル・アメ

リカ株式会社              12.58% 

 
直前事業年度の財政状態及び経営成績 

当社（連結、IFRS 基準） アスモ（単独、日本基準） 
決算期 平成 29 年 3 月期 決算期 平成 29 年 3 月期 
資本合計 3,447,082 百万円 純資産 97,916 百万円

資産合計 5,150,762 百万円 総資産 172,531 百万円

１株当たり親会社所

有者帰属持分 
4,215.46 円 １株当たり純資産 6,847.12 円

売上収益 4,527,148 百万円 売上高 240,652 百万円

営業利益 330,551 百万円 営業利益 892 百万円

税引前利益 360,858 百万円 経常利益 2,604 百万円

親会社の所有者に帰

属する当期利益 
257,619 百万円 当期純利益 1,945 百万円

基本的１株当たり当

期利益 
326.32 円 １株当たり当期純利

益 
136.05 円

 
５．合併後の状況 

 本合併による当社の商号、本店所在地、代表者、事業内容、資本金、決算期の変更はありません。 

 
６．今後の見通し 

 本合併の効力発生日は平成 30 年 4 月 1 日であるため、本合併による平成 30 年 3 月期の業績への影響

はございません。今後、開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 
以 上 

（参考）当期業績予想及び前期実績 

（単位：百万円） 
 売上収益 営業利益 税引前利益 親会社の所有者に

帰属する当期利益

当期業績予想 
(平成 30 年 3 月期) 5,030,000 395,000 435,000 306,000

前期実績 
(平成 29 年 3 月期) 4,527,148 330,551 360,858 257,619

 


